
上蔟に関する研究

　省力飼育や磯械化飼育を行うに当って，上族法の簡易化が問題になるので，種々な方法を攻究

中であるが・今回は最も基礎的な標題をとりあげJωおよび◎Dの研究を行った。

（I）　無停食飼育と熟蚕出現曲線の状況

柳沢勝人・田中茂光

　省力上籏法として最も有力に考えられているものに自然上験法がある。これの能率は50～90

％で種々な内的・外的要因が加わってその良否を決定する。この中熟蚕発現の一斉化ということ

が作業能塾の良否に最も大きく影響するものと思われるので，先ず基本的な問題である，種ftな

環境下における熟霞曲線の発現状況をみた。今回は各令期（1，2・一・5令）において停食，餉

食の作業を省き，蚕児の発育を不斉にするような手段を講じた場合の熟蚕曲線をみた。

　実験方法と結果

　春月宝鐘の《工艀化種を用い，エO月XO日に一斉に帰立て，次の区を設けた。一区当り約

呂00頭を配した。

a）ユ眠より無停食区（全令）　　（2）2眼以后無停食区　　（S）呂眠以后無停食区　　9－）4

眠以后無停食区　　㈲対照区A（停食，餉食を正常に行う）　（6）対照区B（同様〉

熟i醗現の調査は4時間毎に行った6

　前頁折り込み館ユ図によると，発育斉度の巾は無停食区は各区共相当に広まったu対照区は熟

蚕発現から終了まで約SO時間を要するのに対し，無停食区はワ0～90時間を要した。

　次に熟張発現の時期は無停食区の方が早く，全令鱒食区では対照区よりも約4日早く熟蚕が

発現し始めた。すなわち対照区（正常飼育）では発育の斉t化を計るため各眠期に停食期間をお

くので，全令飼育期間は約4日間延長することになる。このピとは発育の遅延蚕児を基準にして，

それに全体を合せようとするからに他ならない。今后飼育の経済性を増すためには早蚕区に基準

をとるような方法を攻究しなければならない。

　次に熟蚕発現状態をみると，無停食区において20～24時聞間隔の週期的ピークが認められ

る。このピークの現われる時刻は各区共ほぼ一定である。この週期性発現は，艀化の群週期性

（田中茂光）t脱皮曲稼の2山型（田中深），羽化の週期性（木村）の場合と伺様にその根源は

蚕体内の生理的リズムに由来するものと考えられる。対照区においては各眠期及び起蚕時に行わ

れる停食処鐙によって，ピークの間隔は短縮されたものと思われる。
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（II）　一斉上蔟の時期と繭重及び繭質

岡村謙司・田中茂光

　省力上族法として，一斉上族が通常行われる。この際何割の熟蚕が雛現した時が適期であるか

が問題となる。そこで早期上族が繭収量，繭質に及ほす影響をみた。

　試験方法及び結果

　一斉上族を行う時期を次のようにとったb

（1）20％熟蚕区・一・・……　20％の熟蚕発現時に一斉上藤

（2）C－0％　’　…・……40％の　　〃　　”

¢3）60％　〃　…・……60％の　　〃　　　〃

ω対照区・・…・…・……順次桑熟蚕のみ上荻　　　　　　　　　．1

　各区にA，B，G，Dの4ブロックを設け，エブuックにlOO頭宛を5令起蚕時に無作慧抽

出した。

鞭翻と同時に上灘開始し，各区の…蝉頭数に達した臨残音陸済に上藤し后収蔽び

繭質調査を行ったb

　　　　第工表　一斉上験の時期と繭重，収繭量及び経過日数
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註　区鱒・・該％の熟蚕発現時に一勢上族

　　品種　N　z2a×Gユ24　　掃立9月ユ5日

第欝表各区繭重の比鞍
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鋤瓢び凱表より先ず繭重についてみると・対駆が最も多くついで6・％区→4鰯

区→20％区の順に僅かではあるが少く1cっている。この差は有意と思われる。

輔鋪では殆んど齢加・カs・4・・％臨肋％区において極めて億力・（。．鰯以下）のav

少がみられたがこれは有懲：差とは思われない。

上繭数についてみると・対照区と6。％区は全く差はないカ～翻％区と2・％区では嚇かに

滅少している。従って上繭収量に差が生じた。

次に5令経過日数にっいてみると，20％区では8日ユ0醇筒，40％区で8日Z呂時間，60

％区で9日Q。5時間，対照区では9日ユ2時闘であった。対照区は他よりも相当1こ延長した。

以上から一勢上族の適期を考尉ると・・・…％以上の熟鋤獺した蹴らば藩1重．収繭

に大した影響はなく経過葭数もさ程建長され准いので妥協点と思われる。
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